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平成２７年第３回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項に

ついてご報告します。

はじめに、カラ吹き源泉事故調査委員会についてです。

カラ吹き源泉事故調査委員会の１回目の会議が、５月１９日に開

催されました。委員は６人で、委員長には林信太郎秋田大学教授、

副委員長には野上健治東京工業大学教授が就任しました。会議では、

これまでの経過等の報告があったほか、野上副委員長から３月末と

４月上旬に実施した現地調査の報告がありました。

委員会では、この後、集湯槽、分湯槽及び引湯管エア抜きの現状

調査等を委託することにし、その結果を受けて次回委員会を開催す

ることにしています。今後、２～３回の委員会を開き、８月中に報

告書が提出される予定です。

次に、秋田駒ヶ岳山開きについてです。

６月１日、八合目登山口において、登山者の安全を祈願する神事

が行われました。当日の記念登山では、雫石町から６１人、仙北市

側から９６人が参加し、山頂での両市町恒例の交歓会を行いました。

また、昨年の滑落事故や御嶽山噴火を踏まえ、新たな取り組みを

行って山開きを迎えました。滑落事故再発防止のために、危険箇所

の案内表示や登山道、雪渓等への道標を設置しました。噴火対策で

は、県警との連携を高めると同時に、市ホームページに秋田駒ヶ岳

の火山活動情報を掲載し、登山届けのメール受付窓口を設けました。

また火山防災対策としてのヘルメット装備を行い、アルパこまくさ

に２０個、八合目休憩所に３０個、阿弥陀池避難小屋に５０個を装

備済みです。横手美入野岳友会から申し出をいただいた２４個につ

いては、市の５０個と合わせ阿弥陀池避難小屋へ設置しました。阿

弥陀池避難小屋には合計で７４個の装備となります。

引き続き秋田駒ヶ岳の火山活動に留意するとともに、避難小屋の

屋根補強については、県に働き掛けを続けたいと思います。
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次に、高齢者叙勲の受章者についてです。

元西木村議会議員の佐藤善太郎氏が地方自治功労で旭日単光章を

受章されました。

この度の受章は、永年にわたる職務の精励や功績・功労が認めら

れたものです。

市民の皆様と共にご労苦に感謝し、心からお祝いを申し上げます。

次に、一般会計補正予算についてです。

補正額は１億４，６３４万７千円で、これに既定予算を加えると、

補正後の額は１８５億８，４２６万４千円となります。

主な事業は、ふるさと納税ふるさと便事業費、ふるさと仙北応援

基金積立金、認可保育園等法人化推進事業費、道路改良事業費など

です。また、地方債補正が１件あります。よろしくご審議をお願い

します。

なお、平成２６年度の一般会計決算見込み及び市税関係について

は、５月３１日の出納閉鎖後の最終確認等が必要なことから、本日

は報告できる状況にありません。本定例会の常任委員会にて報告し

ますので、ご理解をお願いします。

それでは、各部局等の主要事項並びに諸般の状況について報告し

ます。

【総務部】【総務部】【総務部】【総務部】

◇総合教育会議の開催について◇総合教育会議の開催について◇総合教育会議の開催について◇総合教育会議の開催について

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律

が、４月１日より施行されています。これを受けて５月２８日、新

設の仙北市総合教育会議を開催しました。

この会議は、教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、

地方教育行政における責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構

築、市長と教育委員会との連携の強化を図るため設置するものです。
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会議では、総合教育会議の運営や大綱の策定方針を協議したほか、

スポーツ振興担当部署の市長部局への移転、児童・生徒数の今後の

推移等から、子ども達の学習環境の充実を図る手法として、学校統

合議論にも踏み込む姿勢の確認、また、さらなる英語教育の必要性

など、広範な協議を行いました。

今後も教育に関する課題等について、しっかりと連携し議論を行

いたいと思います。

◇仙北市空き家情報バンクの利用状況について◇仙北市空き家情報バンクの利用状況について◇仙北市空き家情報バンクの利用状況について◇仙北市空き家情報バンクの利用状況について

新年度になり新たに８軒の空き家登録がありました。現在ホーム

ページに掲載されている物件は合計１６物件で、うち２件が交渉中

となっています。問い合わせ等も増え、職員が同行した物件の内覧

は休日対応を含め５回にのぼっています。これらの結果、県内から

４人家族の移住が決まりました。この家族は農地の利用希望もあっ

たことから、地元の方々などに相談をしてきましたが、農地の利用

についても目途がつき、９月からの移住が決まったとのことです。

◇地方創生先行型交付金事業の進捗について◇地方創生先行型交付金事業の進捗について◇地方創生先行型交付金事業の進捗について◇地方創生先行型交付金事業の進捗について

まち・ひと・しごと創生法で努力目標とされた「地方版総合戦略」

の策定については、策定に必要な調査等を委託するため、５月１５

日に４事業者からのプロポーザル提案を受け、最も適切な事業者を

選定し６月１日に契約を締結、具体的な策定作業が始まりました。

また、市内のアパートに住む新婚世帯を対象に家賃の助成を行い、

定住・流入を図る定住対策新婚世帯家賃助成事業については、市ホ

ームページへの掲載や地域センター、各出張所の窓口にチラシを置

きＰＲしています。現在は１件の助成金交付が決定しています。

◇地方創生特区に関するシンポジウムの開催について◇地方創生特区に関するシンポジウムの開催について◇地方創生特区に関するシンポジウムの開催について◇地方創生特区に関するシンポジウムの開催について

政令による指定が秋ごろに予定される中、来る７月１９日に特区

に関する情報提供を目的としたシンポジウムを開催したいと考えま

す。
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国や県からの協力もいただき、専門家、著名人を招聘しての講演、

パネルディスカッションなどを行い、地方創生特区の可能性や制度

に関する知識を深めていただく機会にしたいと考えています。

開催経費については、本定例会に補正予算として提案している部

分もあります。議会終了から開催までの日数が少ないことから、市

民の皆様への周知等についてご理解をお願いします。

◇玉川ダム湖総合開発株式会社定時株主総会について◇玉川ダム湖総合開発株式会社定時株主総会について◇玉川ダム湖総合開発株式会社定時株主総会について◇玉川ダム湖総合開発株式会社定時株主総会について

玉川ダム湖総合開発株式会社は、国が発注するダム周辺環境整備

事業の受託事業者として、また、ダム建設に伴う玉川地区移転者の

就労先としての役割を担うことを目的に、平成元年１０月に設立さ

れ、市が発行済み株式総数の５０．３パーセントを所有する第３セ

クター会社です。

市に次ぐ４７．３パーセントの株式を所有する玉川ダム移転者会

の方々や会社関係者からは、会社発足から２５年が経過し、多くの

移転者世帯で世代交代が進んでいることや、国の委託事業が随意契

約から競争入札に改められたことなど時代が変化しているなかで、

会社設立当初の目的については、既に一定の役割を果たしたのでは

ないかとのご意見をいただいています。

これを受け、６月１日に開催された定時株主総会において、協議

事項として今後の会社の在り方について意見交換した結果、会社の

解散を視野に入れ、諸課題について検討を進めていくことにしまし

た。

◇ 市有地の売払いについて◇ 市有地の売払いについて◇ 市有地の売払いについて◇ 市有地の売払いについて

田沢湖畔春山地区に昨年オープンした「グリーンヒルズ田沢湖」

を運営している「マーケットミル株式会社（代表取締役 千葉薫）」

と仙北市の間で、昨年１１月に同施設の敷地である市有地の土地賃

貸借契約を締結しています。

先に、当該貸付地並びに隣接市有地について、「マーケットミル

株式会社」から買い取り希望の申し出がありました。同施設は田沢
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湖畔の誘客や活性化に寄与する施設であり、市有地の有効活用とい

う観点からも売却する方向で相手方と話し合いを進めています。

なお、本事案は売買予定価格、また面積等によっては、議決事項

になると想定されますので、議案提出の際はご審議方よろしくお願

いします。

◇火災の発生について◇火災の発生について◇火災の発生について◇火災の発生について

５月１４日（木）午前３時頃、角館町薗田板井村地内で住宅火災

が発生し、木造一部２階建（１９２平方メートル）が全焼しました。

外に設置していた地下水をくみ上げるポンプ周辺から火が出ている

のに気づき、家族から通報があったと報告を受けていますが、原因

は調査中です。この火災によるケガ人はいません。

改めて各関係機関との連携を図りながら、火災予防の啓蒙に努め

ます。

【市民福祉部】【市民福祉部】【市民福祉部】【市民福祉部】

◇国民健康保険事業について◇国民健康保険事業について◇国民健康保険事業について◇国民健康保険事業について

国民健康保険事業については、平成２３年に策定した「仙北市国

民健康保険事業運営安定化計画」に基づき、財政の健全化を進めて

います。

国保税については、資産割を所得割へ移行する賦課方式の変更を

平成２５年度から段階的に実施してきましたが、３年目となる平成

２７年度は、資産割を廃止して応能割を所得割に一本化し、課税方

式を３方式とします。

国保税の税率改正にあたっては、市内の経済状況や米価下落の影

響による課税所得の減少を考慮しながら、加入者の税負担の増加を

招かないよう、現時点の試算で一人当たりの課税額が平成２６年度

とほぼ同額となるよう配慮します。

なお、税率の改正案については、５月２７日「仙北市国民健康保

険運営協議会」で承認をいただきました。この承認に基づき、国民

健康保険税条例の一部を改正する条例を本定例会に提案しています
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ので、ご審議をよろしくお願いします。

◇子ども・子育て支援事業計画に基づく取り組みについて◇子ども・子育て支援事業計画に基づく取り組みについて◇子ども・子育て支援事業計画に基づく取り組みについて◇子ども・子育て支援事業計画に基づく取り組みについて

今年度から子ども・子育て支援新制度が本格的にスタートし、こ

れにあわせ策定した平成２７年度から５年間にわたる子ども・子育

て支援事業計画に基づき、子ども・子育て支援に関する様々な分野

の施策を総合的・一体的に進めていきます。

また、今年度から「だしのこ園」「神代こども園」が認定子ども

園としてスタートしましたが、今後は「にこにこ保育園」「ひのき

ない保育園」について、認定子ども園への移行を予定しています。

県から２年間のサポートを受け、就学前児童に対する質の高い教育

と保育を一体的に提供できる施設となるよう準備を進めます。

◇市立保育園等の法人化について◇市立保育園等の法人化について◇市立保育園等の法人化について◇市立保育園等の法人化について

市立保育園・幼稚園・認定こども園の法人化については、４月か

ら市民福祉部子育て推進課内に法人化準備室を設置し、準備に着手

しています。まずは法人化の受け皿となる社会福祉法人の設立に向

け、５月２０日に第１回社会福祉法人設立準備委員会を開催しまし

た。今後数回の準備委員会を経て、１０月には正式に法人として認

可を受け立ち上がる予定です。

その後は法人が中心となり、来年４月からの認定こども園「だし

のこ園」と「神代こども園」の法人化に向け、保育教諭を中心とし

た法人職員の採用など様々な準備作業を行う予定です。

今後も市と法人が緊密に連携し、法人運営への移行がスムーズに

行われるよう十分に配慮していきます。

【観光商工部】【観光商工部】【観光商工部】【観光商工部】

◇プレミアム付き商品券発行について◇プレミアム付き商品券発行について◇プレミアム付き商品券発行について◇プレミアム付き商品券発行について

市内の消費喚起や、家計支援と地域商工業者の利用促進、また低

所得者・子育て世帯の支援を行うため、仙北市プレミアム付き商品

券を発行します。この商品券は、国の地域活性化・地域住民生活等
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緊急支援交付金（消費喚起・生活支援型）を活用し、市からの補助

金等を財源に、仙北市商工会が事業主体となって実施します。一般

分は１セット１万円で１万２千円分の商品が購入できます。

また、非課税世帯・子育て世帯は、優遇措置として１セット５，

０００円で１万２千円分の商品が購入できます。両方に該当しても

どちらか１セットのみの交付になります。発行部数は一般分・非課

税世帯支援分・子育て支援分合わせて２３，４００セットを計画し

ています。

発券は一般分が７月１１日、非課税世帯支援分・子育て支援分は

６月２７日に先行販売の予定で、平成２８年１月１０日までの使用

期間としたいと思います。

【農林部】【農林部】【農林部】【農林部】

◇平成２６年産米価下落対策について◇平成２６年産米価下落対策について◇平成２６年産米価下落対策について◇平成２６年産米価下落対策について

２６年産米価下落については、国の収入減少影響緩和対策（ナラ

シ対策）により、主食用水稲の減収分に対して、加入した２３５経

営体へ約１億５千万円を５月末に交付済みです。また、２６年産米

に限りナラシ対策未加入者へも交付される「円滑化対策交付金」に

ついては、６月末を目途に、１０アールあたり約８，６００円を交

付予定と伺っています。

このほか、２７年産水稲うるち品種を対象とした種子助成「水稲

種子購入緊急支援対策事業」は、生産者が仙北市地域農業再生協議

会メンバーの認定方針作成者等（ＪＡ、主食集荷業者）から購入し

た種子１１万６，０２４．５キログラムについて、１，０８３万７，

０１４円を助成しています。

なお、種子の購入内訳は、「あきたこまち」が１０万３，１７９

キログラムで種子全体の８９パーセント、「ゆめおばこ」は９，５

３６．５キログラムで８．２パーセント等でした。

◇（株）秋田仙北夢牧場の肥育牛（黒毛和種）の出荷について◇（株）秋田仙北夢牧場の肥育牛（黒毛和種）の出荷について◇（株）秋田仙北夢牧場の肥育牛（黒毛和種）の出荷について◇（株）秋田仙北夢牧場の肥育牛（黒毛和種）の出荷について

秋田県・ＪＡ等関係団体と連携し、畜産振興と高付加価値農業へ
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の転換を目的に誘致した大規模肥育牛団地「（株）秋田仙北夢牧場」

は、これまでは肥育牛（交雑種）が、昨年６月から１２月まで毎月

約３０頭ペースで秋田市及び横浜市へ出荷されていました。

交雑種の出荷と平行し、あきた総合家畜市場から導入してきた黒

毛和種の飼育も順調に進み、出荷が可能となったことから、去る５

月２６日、当初計画より１ヶ月前倒しして、「秋田牛」初出荷セレ

モニーを行いました。

今後は、毎月３０頭程度の定量出荷が見込まれます。また、新規

需要米の受入供給先として新たな運営段階を迎えることになりま

す。素牛価格や濃厚飼料の高騰など、予断を許さない経営状況が続

くと思いますが、地域での耕畜連携と合わせ、畜産振興の拠点とし

て大いに期待しています。

◇農村整備事業について◇農村整備事業について◇農村整備事業について◇農村整備事業について

生産基盤の整備のため、市内各地で事業実施に向け準備を進めて

います。

西木町潟野十二峠地区の基盤整備は、県営事業として今年度から

２ヶ年の工事を予定しています。今年度分については既に入札が終

了し、市内業者２社が落札、約１３ヘクタールを２工区に分けて実

施予定です。工期は今年１２月下旬までとなっています。

このほか、生保内南地区、神代地区の計画については、国・県の

助成を得ながら実施に向けた計画策定を行っています。

また、農業の多面的機能の維持・発揮のための地域活動や営農活

動に対して支援する「多面的機能支払制度」では、昨年、市内４９

組織が活動していますが、今年度は桧木内地域の２組織が新たに取

り組むことになり、合わせて５１組織が地域活動を予定しています。

本定例会に関係経費を計上しましたので、ご審議をよろしくお願い

します。

◇薬用作物産地確立支援事業について◇薬用作物産地確立支援事業について◇薬用作物産地確立支援事業について◇薬用作物産地確立支援事業について

市は、これまで稲作偏重型農業からの転換を目指し、農地集約化
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や大規模畜産団地の誘致、園芸作物の導入など様々な農業政策を展

開してきましたが、依然として山間農地の荒廃や平場での遊休化に

歯止めがかからない現状です。

そうした中、昨年から取り組んでいる大手生薬会社と連携した薬

草栽培は、栽培面積に下限がないことから高齢者でも容易に栽培が

可能で、昨年の実績からも、条件を満たす成果物は契約単価で買い

取ってもらえる等、農家の経営安定に有効策となり得る手応えがあ

ります。

去る４月２２日には、仙北市薬草生産組合の佐々木英政会長から

農水省に申請していた平成２７年度産地活性化総合対策事業の「薬

用作物産地確立支援事業」が採択され、今後の取り組みに対する一

層の弾みになると期待しています。また、本年度から新規事業とし

て猪苓(ちょれい：キノコの一種で「猪の糞」を意味する。当市に

も自生。）栽培に着手し、市内５個人・１農業法人で合わせて８０

アールに、４，８００本の原木ホダ木圃場を開設しました。出荷に

は３年の歳月を要しますが、育成期間も支援を続け、栽培技術の向

上と併せ産地形成を図りたいと考えています。

【建設部】【建設部】【建設部】【建設部】

◇地域高規格道路整備について◇地域高規格道路整備について◇地域高規格道路整備について◇地域高規格道路整備について

先月２９日、国道４６号「地域高規格道路」田沢湖 ･協和間整備

期成同盟会総会、地域高規格道路大曲・鷹巣道路整備促進期成同盟

会総会を開催しました。

国道４６号の期成同盟会総会では、高速自動車道に対応したアク

セス道路の整備として、刺巻地区の整備改良や第２仙岩トンネルの

整備を含む道路改良について、推進 ･事業実施事項として確認しま

した。なお来年度からは本期成同盟会を拡大し、秋田市・盛岡市・

滝沢市・雫石町にも加入をいただくことにしました。秋田・岩手両

県の県都を結ぶ最重要路線としての位置づけを明確にし、目標の実

現に向け活動を加速します。その前段として雫石町との連携事業を

今年度中に開催する予定です。
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大曲鷹巣道路の期成同盟会総会では、地域高規格道路整備の促進

や狭隘箇所の早期解消について、推進事項として確認しました。平

成２７年３月には県幹線道路検討委員会において、仙北 ･北秋田両

市境の大覚野峠を含む１４．３キロメートル区間を最優先整備区間

に決定いただくことができました。

今後は両同盟会とも関係する自治体と力を合わせ、県議会や国会

議員の皆様への要望活動、市民フォーラムなどを開催したいと思い

ます。議会の皆様の特段のご理解をお願いします

【医療局】【医療局】【医療局】【医療局】

◇平成２６年度決算見込みについて◇平成２６年度決算見込みについて◇平成２６年度決算見込みについて◇平成２６年度決算見込みについて

２つの市立病院の平成２６年度の決算状況は、地方公営企業法の

改正で公営企業会計基準が大幅に見直され、所定経費引当金（賞与

引当金、法定福利費引当金、退職給付引当金、貸倒引当金）を新た

に計上するため、特別損失の過年度損益修正損として計上したこと

から、当年度は大幅な純損失となっています。

市立田沢湖病院では、外来患者数の合計が３万３２１人で前年度

比２６人の減少、入院患者数については前年度比３２７人減少の１

万６，７０４人となっています。

このことから、事業収益は入院及び外来患者数の減少に伴い、医

業収益が減少したことと併せ、地方公営企業会計の制度見直しで、

特別損失３億８６４万円、純損失で４億１，４５３万３千円を計上

する見込みとなっています。

市立角館総合病院についても、会計制度の見直しで当年度の純損

失は１７億１，６３２万７千円の赤字を見込んでいます。経常損失

は６，８２４万８千円で、前年度と比較し９１２万円の減益となり

ました。これは事業収益が入院収益増で増加し、また事業費用の材

料費や経費は減少したものの、一方で医師の増員及び管理者給与の

負担、派遣職員直接雇用による職員給与費の増、消費税増税に伴う

雑損失が増加したことによる減益と分析しています。

患者の動態は、入院延患者数が７万６，８２２人、外来延患者数
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が１４万２，１３９人と、前年度比で入院患者・外来患者とともに

減少となっています。

医療局は、当年度から一般会計からの一定の支援で、事業費用と

累積欠損金の解消に向け取り組んでいる現状です。結果的に９０７

万７千円の純利益となっています。

◇ 平成２７年度の診療体制について◇ 平成２７年度の診療体制について◇ 平成２７年度の診療体制について◇ 平成２７年度の診療体制について

田沢湖病院では、本年２人の看護師を採用し看護体制の充実を図

るほか、秋田大学や県立脳血管研究センターなど医療機関から非常

勤医師の派遣をいただき、良質で継続的な医療を提供します。また

引き続き、医療局とともに医師・看護師等の医療スタッフの充実を

目指し、積極的な経営改善に努めます。

角館総合病院は、平成２６年度と同様の常勤医師２２人体制です

が、不足する診療科は秋田大学や岩手医科大学などから非常勤医師

の派遣をいただき、診療体制の確保を図りました。

なお、本定例会には医師用修学資金貸付金に伴う「平成２７年度

病院事業会計補正予算」を上程しています。ご審議をよろしくお願

いします。

◇市立角館総合病院改築事業について◇市立角館総合病院改築事業について◇市立角館総合病院改築事業について◇市立角館総合病院改築事業について

市立角館総合病院改築事業の工事進捗状況は、本体工事について

は３月２３日に安全祈願祭を行い、現在は基礎の掘削工事を進めて

います。５月末の進捗率は６パーセントとなっています。外構工事

は４５パーセントの進捗状況です。

現場内及び現場周辺の安全対策に十分注意し、早期完成を目指し

て工事を推進します。

以上、主要事項並びに諸般の報告を申し上げました。本定例会に

提案している案件は報告関係４件、条例関係５件、予算関係３件、

その他１件の計１３件です。

慎重審議の上、全議案についてご可決を賜りますようお願い申し

上げ、市政報告とします。


